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    従来にはない深みのある金色・紫色漆 

光輝性顔料による色漆塗膜の開発 
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概  要 

 

光の反射色や粒径の異なる複数種の光輝性顔料（金属コーティングした雲母

材およびガラスフレーク材）を漆に配合して、漆塗膜の中に重なり合うよう均

一分散させることにより（図 1）、従来にない深み（奥行き）を感じさせる色

漆塗膜を形成する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の顔料では発色できなかった蒔絵のような豪華な金色や、宝石のような

輝きの紫色の漆塗膜を表す。 

さらに、漆塗膜を加熱処理することにより、耐久性（硬度や耐洗浄性）を向

上させることが可能である。 

本技術の 

有用性 

 貴金属の代わりに光輝性顔料を使用するため安価であり、耐久性にも優れて

おり（図２）、漆器の基調色として有用である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 1 深みのある色漆塗膜形成の原理    図２ 熱水洗浄試験結果 

適用可能製品 
漆および漆器製品 
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